
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校運営に関して、保護者・地域住民等

との信頼関係を深め、一体となってその改

善や児童生徒の健全育成に取り組むために

各校に設置されている学校運営協議会。 

 更別小学校の学校運営協議会、今年 2 回

目の会議が、８月21日に開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水野校長先生からは１学期におこなって

きた地域と連携した様々な取組について、

阿部教頭先生からは今後予定している取組、

絹川先生からは、更別小の先生方が地域や

外部組織に支えてほしいと考えている学習

活動について、説明がありました。 

 委員の皆さんからは、「先生方から具体的

な要望が挙がっているので、様々な機会を

通じて、保護者・地域に募っていくべき」「地

域の人やものを活用した体験活動はとても

重要」「職業を知ること、見ることを大切に

してほしい」などの意見と共に、要望で挙

がっていた 

・餅つき体験をさせたい 

・ミシンの学習のサポート 

・音楽の生演奏を聴かせたい 

などについては、具体的な情報提供をいた

だくこともできました。 

昨年から参加されているという委員さん

からは「ＣＳが導入され動き始めて、よう

やくその目的が理解できてきた」「これまで

にない活発な話し合いになった」との感想

もいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お爺ちゃんお婆ちゃんと」 
 ちょっと前の記事になってしまいました

が、７月８日、上更別小学校では祖父母参

観日が行なわれました。全校児童とその祖

父母がチームを組んで、「ボッチャ」で対戦。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生が立派に説明や進行、審判を務

めました。 

ボッチャはペタンクの室内版のような競

技。パラリンピックの正式種目にもなって

おり、白い的球に、赤・青の球をどれだけ

近づけることができるかをチームで競い合

うものです。 

随所で笑

い声や拍手

があがり、

みんなで楽

しいひと時

を過ごしま

した。 

更別小学校では他にも 

・野草や昆虫に詳しい人 

・絵の描き方指導のお手伝い 

・昔の遊びや道具の紹介 

・調理実習の補助 

・器楽パート練習の支援 

・戦争体験のお話 

など、様々な「応援」をしてくれる人を求め

ています。教育委員会（52-3171）または

更別小学校（52-2360）にご連絡ください。 


